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               市川二中同窓会 

        1 期生 桑村 益夫 

平澤博子氏著作「ルドルフ・ディットリヒ」の表紙 



「ルドルフ・ディットリヒ物語」出版の思い出 

                      桑村 益夫  

著名な音楽家ブルックナーの愛弟子である、オース 

トリア人の音楽家ルドルフ・ディットリヒは明治政府の 

要請により 1888 年から 6 年間、東京音楽学校（現在の東京藝術大学音楽学部

の前身）の教授を勤めました。それ以前にも何名かの音楽家が諸外国から招聘

されましたが、当時の国の西洋音楽から学びたいものは軍楽隊の養成でした

ので、作曲家でありパイプオルガンやヴァイオリンも演奏できる、オールマイ

ティーな音楽家来日は初めてのことでした。 ルドルフ・ディットリヒは日本

の西洋音楽教育の父とも称せられるべき立派な音楽家（資料 1）です。  

2014 年の中頃、私のトランペットの師匠、築地徹氏（東京芸大卒、ウィー

ン・トランペット研究会代表）のレッスン室でふと手にした日本とオーストリ

アの文化交流の歴史を記した、オーストリア大使館発行の「オーストリア・日

本」と題する小冊子の”Tekona Marsch(手児奈マーチ)”と題したピアノ譜に目

を奪われました。 年号が万葉集に由来する「令和」に代わり、改めて万葉集

が注目されるようになりましたが、「手児奈（てこな）」は千葉県市川市真間に

伝わる伝説上の美女の名前で、万葉集に山部赤人や高橋虫麿呂が彼女の悲話

を詠んだ和歌が載っています。  

私は東京の下町の生まれですが、戦火を避けて転校した真間小学校の隣り

に「手児奈」を祀る「手児奈霊神堂」があり、手児奈の伝説は良く聞かされて

いましたので、大いに興味をそそられ小冊子を読み、このピアノ曲を作曲した

ルドルフ・ディットリの存在を始めて知りました。 私は「手児奈マーチ」を

是非とも蘇演させたいと考え、築地徹氏にウィーンの図書館でピアノ譜を探

し出して頂き（資料２）、私の高校の先輩で作曲家兼指揮者、早川正昭氏（広

島大学名誉教授）（資料３）に無償で管弦楽及び吹奏楽に編曲して頂きました。         

早川先輩は市川市の出身で、市川に縁のある手児奈の名を冠したこのピア

ノ曲に親近感を覚えられてのことでした。 私は上記と並行して、ルドルフ・

ディットリヒについて詳しく知りたいと調べた結果、24 年間もウィーンに滞
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在し音楽全般を研究された平澤博子氏にお会いし、同氏がウイーン国立大学

で博士号を取得された際の論文の内容を、日本へ帰国後「ルドルフ・ディット

リヒ物語」と題して、「音楽鑑賞教育」という教育雑誌に連載された全文を頂

戴することが出来ました。 

私はこれを通読して初めてディツトリヒの日本の西洋音楽の父とも讃えら

れるべき偉業に接し、一人でも多くの音楽愛好家にその存在を知って欲しい

と考え、全く無謀にも「ルドルフ・ディットリヒ顕彰出版の会」の立ち上げを

提案した次第です。 出版には全くの門外漢である私は、音楽仲間で出版業に

精通する故山岸修氏の絶大な支援を仰ぐと同時に、学究肌の平澤博士に既刊

の内容の全面的な推敲作業を進めて頂きました。 

出版の為の資金を確保するための顕彰出版会の立ち上げに当たっては（資

料４）、澤和樹東京藝術大学学長始め、津堅直弘日本トランペット協会会長他

の音楽家の方々、及びフーベルト・ハイッス駐日オーストリア大使、近藤誠一

日墺文化協会会長、大久保博市川市市長（いずれも当時）、飯島延浩山崎製パ

ン社長、伊藤賢二伊藤楽器会長、早川正昭（広島大学名誉教授）、岩井晴郎（元

市川市議会議長）、中津攸子（作家），高鍋誠太郎（市川市立第二中学校長）、

以上順不同、敬称略、他の総勢 36 名の方々に顕彰出版の会の発起人にご就任

頂くと共に、多額のご賛助を頂戴しました。 上記の方々のご尊名を記載した、

「ルドルフ・ディットリヒ顕彰出版の会」の趣意書と賛助申込書を兼ねたリー

フレットを、2016 年秋以降あらゆる機会を捉えて、私の小、中、高、大学時

代の友人、音楽仲間他多くの方々に配り、一口二千円以上の賛助を要請しまし

た。 

その結果、2019 年 6 月末現在で、市川二中同窓生 40 名を含め、290 余名の

方から総額 150 万円を超える賛助金が寄せられ、2019 年 11 月に、日本・オ

ーストリア修交 150 周年を記念して出版に漕ぎつけ（資料５）、当時のフーベ

ルト・ハイッスオーストリア大使の格別のご厚意により、オーストリア大使館

で市川二中同窓会役員を含む、多数の賛助者をお招きし盛大な出版記念会を

開催することができた次第です。出版記念会には音楽好きの大使がウィーン

で知り合った日本人の音楽家の方々が名演奏を披露され、我が師匠の築地徹
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氏も、ご自身が発掘されトランペットの独奏曲に編曲した「手児奈マーチ」を

演奏されました。 

「手児奈マーチ」は、1894 年にルドルフ・ディットリヒがオーストリアに

帰国後程なくウィーンで初演され、初めて東洋の音楽に接して熱狂した聴衆

により 4回もアンコールが繰り返されたと、前記の小冊子に書かれています。 

日本では、出版に先立つ 2015 年 6 月、早川正昭氏の編曲、斎藤純一郎氏の指

揮により、私が所属するリタイア世代のオーケストラ、「村上正治記念ちばマ

スターズオケストラ」により蘇演が果たされ（資料６）、編曲譜を当時の市川

市長大久保博氏に寄贈致しました。 この模様は産経新聞（資料４）、千葉日

報（資料５）に取り上げられました。  

ルドルフ・ディットリヒは 1888 年、夫人と共に来日して三年後に夫人が急

逝されましたが、ルドルフ・ディットリヒが明治憲法発布記念の歌等、非常に

立派な仕事をしたので、更に三年任期が延長されました。当時まだ 30 歳であ

ったルドルフ・ディットリヒは三味線のお師匠さんと推測される日本女性の

森菊と結ばれ、男児を授かりその男児の長男が俳優の故根上淳で、夫人は故ペ

ギー葉山さんです。「手児奈マーチ」の初演当日お出で下さった、ペギー葉山

さんからその日の晩に、「大変素晴らしい演奏会を実現して下さり誠に有難う

ございました。 根上淳の写真をハンドバッグに忍ばせて聴かせて頂きまし

た。 恐らく根上は今頃天国で、おじいちゃまと美味しいお酒を酌み交わして

いることでしょう。」と、情感の籠った丁重なメールを頂戴しました。  

「手児奈マーチ」はル    

ドルフ・ディットリヒが

日本人妻・森菊から習っ

たであろう日本の俗謡の

メロディーで構成されて

おり、ウイーンで初演さ

れた際に、そのメロデ 

ーの珍しさから四回もアンコールが繰り返されたことが納得できます。 

 ルドルフ・ディットリヒは帰国後「日本楽譜」と題して多くの邦楽を紹介し、
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それらがプッチーニのオペラ「蝶々夫人」等にも引用されており、ルドルフ・

ディットリヒは邦楽の世界への紹介者と称すべき音楽家です。 

2019 年が日墺友好 150 周年に当たることが、オーストリアでも重視されて

いるようで、私が元ウィーンフィルのトロンボーン奏者、カール・ヤイトラー

氏に寄贈した、「手児奈マーチ」の吹奏楽版が、その年のザルツブルグ音楽祭

で演奏されたことは望外の喜びです。 

ルドルフ・ディットリヒのことは、2017 年 10 月 20 日付けの「天声人語」

に論説委員中山季広氏の軽妙な筆致により（資料７）、手児奈霊神堂と共に紹

介されました。 ご覧になられた方もいらっしゃると思います。 繰り返しと

なり恐縮ですが、出版には全く無縁の私が無謀にも取り組んだ出版事業が、か

くも多くの方々のご支援、並びに平澤博子博士、故山岸修氏のご尽力により、

一定の成果を上げることが出来ましたことを、改めて心より感謝し厚く御礼

申し上げます。「ルドルフ・ディットリヒ物語」は、序文を書いて下さった当

時の東京藝術大学澤和樹学長の推薦状を添えて（資料８）、全国の主要な音楽

大学 20 校に寄贈し、市川市にも 20 冊を寄贈しました。 

私は顕彰出版の会の事業を進めてきた過程で、その偉大な功績にも拘らず、

ルドルフ・ディットリヒの事績や存在そのものが、日本はもとよりオーストリ

アの音楽家も含め全くと言って良い程知られて居ないことに驚かされました。 

「ルドルフ・ディットリヒ物語」（資料９）を一人でも多くの方々にお読みい

ただき、日墺友好促進の一助になること心より念願致しております。私は、

1950 年高校一年の時に出会い、過去 73 年間に亘り私の人生を誠に豊かにし

てきてくれているトランペットを、多くの友人に支えて頂きながら今暫く吹

き続けたいと念願しております。 なお、「手児奈マーチ」の吹奏楽版は、市

川二中吹奏楽部が数年前の同窓会総会で本邦初演を果たした事を申し添え、

擱筆させて頂きます。  

            (2023 年 11 月記) 
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資料１）ルドルフ・ディットリッヒを紹介（2021.5.24）： 

平澤博子さん、日本経済新聞 
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（資料２）ウイーンの図書館でピアノの譜面を入手 そして 市川で演奏 
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（資料３） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料４) 平澤博子さんに依頼し、「ルドルフ・ディットリヒ物語」を出版 
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(資料５) 「ルドルフ・ディットリヒ物語」出版を記念して祝賀会を開催 

―9－ 



（資料６）千葉日報が「手児奈マーチ」の本邦初演奏委を報道 
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（資料７）2017 年 10 月 20 日 天声人語に登場しました 
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（資料８）澤和樹東京芸大学長の推薦状 
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（資料９）週刊「読書人」での「ルドルフ・ディットリヒ物語」の紹介記事 
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